
アクティブフィルターとしては、本取付部品
K-NFW59A以外に、アクティブフィルター本体で
あるPAC-KP50AACが必要です。
本取付部品の適用機種については、本書内の
１. 適用機種 項を参照ください。
試運転、点検、サービスを実施する際には、
アクティブフィルター本体PAC-KP50AACに付
属の取扱説明書に従ってください。
・不具合がある場合は、火災、感電や、コンデンシ
ングユニットの故障の原因になります。
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1.適用機種

2.取付部品の構成
本取付部品は以下の部品で構成されています。ご確認ください。

部品名 

概形図 

個数 

部品名 

AF電源配線 ＡＣＣＴ配線 

１ １ 

個数 

中継信号配線 

ワイヤーストラップ（大） 

取付金具1 取付金具2

ワイヤーストラップ（小） 

概形図 

５Ｐコネクター 

3Ｐコネクター 

6Ｐコネクター 5Ｐコネクター 2Ｐコネクター 

1

部品名 

個数 

概形図 

3

2

取付ネジ 

122

1

7Ｐコネクター 

本取付部品はアクティブフィルター本体PAC-KP50AACを下記のコンデンシングユニットに組込む際に使用します。

取付部品形名 適用ユニット 

K－NFW59A

ECV－EN260A 

ECV－EN300A 

ECV－EN335A
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3.アクティブフィルター本体側構成
●外形 

●内部部品配置 

 

AF基板 

AF基板裏面 IPM

FL基板 主リアクトル 

主コンデンサー 主リアクトル 
FL基板裏面取付 

FL基板 AF基板 冷却ファン 
IPM 
AF基板裏面実装 

152

27

信号線引込口（φ19） 

481

535電源線引込口（φ28)

2
7

2
9

2
8
0

3
1
4
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●AF基板

●FL基板
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4.据付け
据付工事全般に対する注意事項

電気工事に対する注意事項

電気品箱は、サービス時に取り外すことがありますので、配線は必ず取り外すための余裕をもうけてください。

ねじ類の締め付けは、確実に実施してください。
アクティブフィルター組立後、コンデンシングユニットを移送することは避けてください。

お願い：
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中継信号配線 

AF電源配線 

ACCT配線 

ケーブルクリップ 

ケーブル 
クリップ 

TB1

制御基板 

Ｒ 

ノイズフィルター 
コイルリード部 
 
ACCT

ワイヤー 
ストラップ 

コイル 
CN01

R S T

ノイズフィルター基板 
のCN01へ接続 

ACCTはコイルリード部 
のみを貫通させる 
ワイヤーストラップで 
ACCTとリード部を 
固定する 

AF電源配線 

サブボックス電源コネクター 
（ECV-EN75～110形の場合） 

TB1

アース端子 

R T

１．インバーター制御器の前カバーを 
　　取り外す 

図3

図2

図１ 

２．ＡＦ電源配線、中継信号配線およびＡＣＣＴ配線をインバーター制御器側に接続する 

(1)据付要領 
　　据付けに際し、工具として「＋ドライバー」が必要となります。 
　　据付けは、次の手順で行います。　 

（1）端子台ＴＢ１とノイズフィルター基板のCN01を接続してい
る配線を取り外す。（取り外した配線は不要となります。） 

（2）図１に示すとおりＡＣＣＴを取り付ける。 
・電源端子台と相（Ｒ，Ｔ）を一致させる 
・方向を矢印↑向き（ACCT貼付ラベルを確認）となるよ
うにする 
・ノイズフィルターのコイルリード部にのみ貫通させる 
電気配線図(P.15)も参考のこと。 
・ＡＣＣＴは付属のワイヤーストラップで貫通させたコイル
リード部と固定する[図2] 

（3）図１に示すとおりＡＦ電源配線を取り付ける。 
AF電源配線はコイル端子部と端子台TB1に共締めする。 
ＡＦ電源配線内のアース線（緑）は端子台ＴＢ１右上側の
アース端子に接続する。 
ＡＦ電源配線のコネクター（5P）付きの配線を、ノイズフィル
ター基板のCN01へ接続する。 
上記コネクターはキャップを付けたまま、板金などに接触し
ないよう、周囲の配線にワイヤーストラップにて結束するこ
と。 

（4）中継信号配線は制御基板のコネクター {ＣＮ５１（５Ｐ） 
CN3S（3Ｐ）}に接続する。 

（5）インバーター制御器内制御基板のディップスイッチＳＷ２-１０
をＯＮに設定する。［図3］ 

（6）図３のとおり、ＡＦ電源配線、ACCT配線、中継信号配線を
引き回し、ケーブルクリップで固定する。 
以下に注意すること 
・各配線に張力がかからないようにすること 
・高温となる部分に接触しないように引き回すこと 
・AF電源配線はユニット本体の電源配線とともにケーブル
クリップで結束しますが、結束できない場合は付属のワイ
ヤーストラップ（大）で適宜結束すること。 

（7）再度、以下の点に注意し配線を確認する。 
・ＡＦ電源配線の取付相に誤りがないこと 
・ＡＣＣＴの取付相、方向に誤りがないこと 
・ＡＣＣＴにガタツキがないこと 
・ノイズフィルター基板のCN01に配線を接続していること 
●取付けに不備があると機器の損傷の他、電源設備の故障
や火災の原因になります。 

OFF ON

ＳＷ３ 

ＬＥＤ4ＬＥＤ１ 

ＳＷ４ 
10

1

10

1

10

1

10

1

10

1

ＳＷ５ ＳＷ２ ＳＷ１ 

ディップスイッチ 
ＳＷ２-１０：ＯＮ 

制御箱No.3前カバー 制御箱No.2前カバー 制御箱No.1前カバー 
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TB1

制御基板 

ケーブルクリップ 

ケーブル 
クリップ 

ACCT配線 

AF電源配線 

３．ＡＦ電源配線、中継信号配線およびＡＣＣＴ配線を引き回し、制御器前カバーを取り付ける 

（1）図示のとおりAF電源配線、中継信号配線、ACCT配線を制御器下側から裏側を通して 
　　　制御器左側とユニットの柱との隙間から配線を引き出す。 
　　　※板金のエッジに十分注意して作業すること 

４．取付金具をユニットへ取り付ける。 

（1）取付金具1（Ｌ型板金）を付属のねじで各2ヵ所ねじ止めする。（制御箱No.1，2と接続する場合） 
（2）取付金具2を付属のねじで各2ヵ所ねじ止めする。 
　　（制御箱No.1，2と接続する場合は、L型板金と固定する。 
　　　制御箱No.3と接続する場合は、上面背面側のフレームと固定する。） 
（3）取付金具2の上側のアクティブフィルタ－取付用穴（2ヵ所）に付属のねじを仮止めする。 

（2）制御器前カバーを取り付ける 
　　　（配線の挟み込みがないように注意すること） 

中継信号配線 

配線(No.3)配線(No.2)

配線(No.1)

取付金具2

取付金具1

取付金具2

取付金具1

取付金具2

制御箱No.1と 
接続する場合 

制御箱No.2と 
接続する場合 

制御箱No.3と 
接続する場合 
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上側 図4

特にファストン接続部は接続不具合が 
ないように、接続を確認すること！ 

６．アクティブフィルター本体にＡＦ電源配線、ACCT配線、中継信号配線を接続する。 
（1）アクティブフィルター前カバー下側のネジ2本を取り外し、前カバーを開ける。　 
（2）ＡＦ電源配線をアクティブフィルター本体底面の下側の穴から本体内部へ挿入し、ノイズフィルター基板上の 

タブ端子に接続する。アース配線（緑）は所定のアース端子へ接続すること。　　　 
※ＡＦ電源配線の相は図示のとおり確実に接続すること　 

（3）ＡＣＣＴ配線をアクティブフィルター本体左側面穴から本体内部へ挿入し、ＡＦ基板上のコネクターＣＮ４に 
接続してください。　 

（4）中継信号配線をアクティブフィルター本体左側面穴から本体内部へ挿入し、ＡＦ基板上のコネクターＣＮ５に 
接続してください。 

（5）ＡＣＣＴ配線および中継信号配線は本体内部のケーブルクリップで固定してください。 

５．アクティブフィルター本体をユニットへ取り付ける。 

　　　アクティブフィルターは固定金具が図4のようになっている方が上側となります。 
　　　４．で仮止めしたネジに引っ掛けるように設置し、４カ所でネジ止めする。[図5] 
　　　　　（左側のＡＦ電源配線・中継信号配線・ＡＣＣＴ配線の挟み込みに注意してください。） 

主コンデンサ 

AF基板 冷却ファン 
FL基板 

CN4 CN5

アース端子 

R
1

S
1

T1

中継信号配線 ACCT配線 

AF電源配線 

ケーブルクリップ 

ケーブルクリップ 

FL基板 

アース端子 
アース配線：配線色＝緑 

FL基板R相タブ端子 
R相配線：配線色＝赤 

FL基板S相タブ端子 
S相配線：配線色＝白 

FL基板T相タブ端子 
T相配線：配線色＝黒 

下側固定 
（2ヵ所） 

下側固定 
（2ヵ所） 

下側固定 
（2ヵ所） 

上側固定（2ヵ所） 上側固定（2ヵ所） 上側固定（2ヵ所） 図5
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７．余剰配線を束ねて固定する。 
（1）余剰配線は本体底面のケーブルクリップで結束し、図示のとおり固定してください。 

配線は本体側面穴から下方向へ引き出す形で固定すること。 
配線接続部に張力がかからないように固定すること。 

ケーブルクリップ 

ケーブルクリップ 
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※１ 下図にしたがって制御基板のディップスイッチ(ＳＷ２-１０) 
　　 をＯＮに設定してください。 

OFF ON

ＳＷ３ 

ＬＥＤ4ＬＥＤ１ 

ＳＷ４ 
10

1

10

1

10

1

10

1

10

1

ＳＷ５ ＳＷ２ ＳＷ１ 

制御基板 

ＳＷ２-１０：ＯＮ 

AF基板上 LED表示(LED2)と内容 

※２ ＡＣＣＴ（電流センサー）の相、挿入向きは図示のとおりです。 
　　 ノイズフィルターのコイルリード部に取り付けてください。 

アクティブフィルター内部電気配線図（コンデンシングユニット･制御箱との接続含む） 

R5

RY2

R4
R3

R2
AC600V
30A

シロ 

アカ 

クロ 

シロ 

アカ 

クロ 

シロ 

アカ 

クロ 

ミドリ 

シロ 

アカ 

電源回路 

＋ 

U

U U

U
U

U

UU

CHARGE RUN

LED1 LED3
LED2

検知回路 

1～ 

3　 1
CN1
5     3     1

Z1 Z2

DS

Z4

Z3

E

5     3     1

C9XC3

Z3
C2C1

Z2

ミドリ 
E1

DS
Z4

Z1

F2

F1
AC600V
30A

T1

S1

R1
L0

CN1

R2 R1
F4
AC250V
2A

F3
AC250V
2A

L3

L2

L1

C4 C5

C6

E2

C8X
C7X

L6

L5

L4

ACLユニット 

T2

S2

R2

DCT2

DCT1

W

V

U L0

W

V

U

IPM

N

P

C6

F1

RY1

R6

N1

P

C1

MF
M

CN2
6  5  4  3  2  15  4  3  2  17  6  5  4  3  2  1

CN5CN51CN4

FL基板 

AF基板 

アクティブフィルター 
PAC-KP50AAC

1
2
3

CN3S
アカ 

1
2
3

CN3D

SW

ONOFF
※1

LED1

5
4
3

1

CN51

制御基板 

コンデンシングユニット制御箱 

L3

L2

L1

5

3

1

CN01

ノイズフィルター 

R

T

ACCT2

 ※3
ACCT1

　TB1
(端子台)
R

S

T

R

S

T

電源 
　3～ 
　50/60Hz
　200V

～
 

～
 

～
 

U相電流センサー 
W相電流センサー 

DCT1
DCT2

アース端子 

送風機用電動機(放熱板)

T相負荷電流センサー 
R相負荷電流センサー 

MF

ACCT2
ACCT1

名称 記号 

過電流 C

過熱エラー(105℃以上)H
周波数(同期エラー)

瞬時停電 
ACCT誤配線 
欠相/逆相 
IPMエラー 
直流母線不足電圧(201V以下)
直流母線過電圧(420V以上)H/W検出 
直流母線過電圧(390V以上)S/W検出 
電源不足電圧(160V以下)
電源過電圧(258V以上)
ACCTコネクター(AF基板-CN4)抜け 

F

A
9
8
7
5
4
3
2
1
0

内容 LED表示 

サブボックス電源コネクタ 
（ECV-EN75～110形の場合） 

(2)電気配線図
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